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COMMENT S

■少子化のためか、あまり外で遊ぶ子どもを見かけなくなった。子どもの興味を引くスポーツイベントがたくさん企画されるとと
もに、子どもたちの運動能力と地域のコミュニケーションの向上が図れたら良いと思います。 　　　　　  　（9歳女子の母親）

■私はスポーツ指導に携わっているが、前転や馬とびなど、簡易な運動も出来ない子どもたちが多い。日常でそのような事が出
来る機会が少ないからだと思われる。活動の場の減少によるスポーツ継続の難しさも、近年の体力低下につながっているので
はないか。 （15歳男子の母親）

■出来ればさまざまなスポーツを体験させてやりたいけれど、時間的にも金銭的にも無理がある。もう少し、身近に、気軽に出
来るようになれば良いと思う。 （12歳女子の父親）

■スポーツの苦手な子であっても、楽しめる意識をもたせることが重要だと考えます。勝負に重点を置いてしまうと、スポーツの
苦手な子はスポーツから遠ざかってしまいます。スポーツは楽しいと思わせることが必要かと思います。  　（15歳女子の父親）

■スポーツに限らず、公園や広場で友達と一緒にボール投げをしたり、鉄棒やブランコをしたり、自転車に乗ったり、走ったりする
ことでも、体力や運動態力が上がると思うし、そう特別なことをしなくても良いと思っています。競技をすることも大切だと思
いますが、あそびの中にもルールは有るし、友達同士で競い合うこともできます。特定のスポーツに子どもが興味を示したら
やらせますが、そうでないうちは、親が “やらせる”ことはしないようにしています。　 （5歳女子の祖母）

■運動を通して友人とコミュニケーションをとり目標に向かって達成感を味わい、そしてそれを社会生活にも役立ててほしいと思う。 
 （21歳男子の母親）

スポーツライフ・データからみた
子ども・青少年の運動・スポーツ環境の課題C

トピック

ついて、各回答者が上位5種目のなかで1種目でも回答
した場合を有効とした。就学・就業状況は「未就学児」
「小学1・2年生」「小学3・4年生」「小学5・6年生」「中
学生」「高校生」「大学生」「勤労者」「その他の学校・進

　運動・スポーツを年1回以上行った者を取り出し、その
運動・スポーツを誰としているのか、就学・就業状況別
に分析した（図C-1）。選択肢「ひとりで」「家族と」「友
だちと」「クラブやサークルの仲間と」の4項目それぞれに

C-1 運動・スポーツは誰としているか（運動・スポーツ同伴者）

　本稿では「4～11歳のスポーツライフに関する調査2017」および「12～21歳のスポーツライフに関す
る調査2017」の問3「この1年間に行った運動・スポーツの上位5種目」のサブクエスチョン「オ．その運動・
スポーツは主にだれとしているか」「カ．その運動・スポーツを主にしている場所はどこか」「キ．その運動・
スポーツをするときにコーチや監督など専門の指導者がいるか」を取り上げて就学・就業状況ごとに集計
し、子ども・青少年の運動・スポーツ環境の現況に迫った。
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【図C-1】 就学・就業状況別にみた運動・スポーツ実施における同伴者

運
動
ス
ポ
ー
ツ
実
施
者
に
対
す
る
割
合

勤労者
（15～21歳）
（n=145）

その他の学校
・進学準備中
（n=63）

無職
（n=9）

大学生
（n=242）

高校生
（n=400）

中学生
（n=507）

小学5・6年生
（n=505）

小学3・4年生
（n=411）

小学1・2年生
（n=315）

未就学児
（n=298）

（%）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

36.5

11.121.4

55.0

65.8
68.2

56.855.5
42.5

30.2

71.4

55.6

64.862.0

56.5

74.8

88.385.9
84.1

61.4

20.6

33.3

24.8

16.1

21.5

26.6

35.835.8
41.8

50.8

70.8

41.3 44.443.4
37.6

29.8

23.918.220.421.018.5

クラブやサークルの仲間と友だちと
家族とひとりで

＜参考文献＞
Brown,B.（1990）How kids develop skills, USA Today Sep 14
海老原修（1991）スポーツ社会化における成果と課題．体育・スポーツ社会学研究，10：pp153-171
海老原修（2002）異文化理解ににほふスポーツ文化のかほり，池田勝編著．生涯スポーツの社会経済学，pp31-42
海老原修（2005）子どものスポーツ・キャリア・パターンにみる連続性と非連続性．日本体育学会第56回大会体育社会学専
門分科会発表論文集，pp136-140

海老原修（2010）「運動しない」女子生徒のスポーツ・キャリア～スポーツに結びつかない運動遊びと体育の可能性～．日本体
育学会第61回大会体育社会学専門分科会発表論文集，pp24-29

海老原修（2011）スポーツ・キャリアを考える．体育の科学，61（9）：pp642-652
海老原修，高峰修，武長理栄，工藤保子（2012）子どもの運動遊びとスポーツの因子構造分析よりみるスポーツ参加モデルの
検討．日本体育学会第63回大会体育社会学専門領域発表論文集第20号：pp19-23

海老原修（2013）回顧的スポーツ・キャリアに基づくスポーツ参加継続モデルの検討．日本体育学会第64回大会体育社会学
専門領域発表論文集第21号：pp13-18

Gallahue,D.L.(1982)Understanding motor development in children. John Wiley & Sons
Gallahue,D.L. & J.C.Ozman(1995)Understanding motor development : infants, children, adolescents, 
adults,Brown & Benchmark

Gallahue,D.L.(1996)Development physical education for today’s children（2nd ed. ）．Brown & 
Benchmark

デビッド・L. ガラヒュー（著），杉原隆（監訳）（1999）幼少年期の体育―発達的視点からのアプローチ．大修館書店
宮下充正（2007）子どもの「体力」をとりもどそう．杏林書院
財団法人日本体育協会（2005）公認ジュニアスポーツ指導員養成テキスト

子ども・青少年のスポーツライフ・データ 2017 子ども・青少年のスポーツライフ・データ 2017

Ⅱ トピック スポーツライフ・データからみた子ども・青少年の運動・スポーツ環境の課題CⅡ トピック 運動あそび、リードアップゲーム、スポーツにみる重構造分析B

34 35

ト
ピ
ッ
ク

Ⅱ

ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ・デ
ー
タ
か
ら
み
た
子
ど
も・青
少
年
の
運
動・ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
課
題

C



に直線的に減少している。ただし、前者は勤労者でやや
増加する。「学校や保育園・幼稚園」は未就学児から中
学生まで直線的に増加し、高校生まで70％以上の高い
割合を維持するが、大学生で急落し、勤労者では14.5％
にまで激減する。「（学校以外の）体育館やグラウンドな
どのスポーツ施設」（以下、「（学校以外の）スポーツ施
設」）は小学3・4年生まで増加するが、中学生以降は高
校生まで減少、大学生や勤労者で増加と、「学校や保育
園・幼稚園」利用とは逆の動きをみせる。「道路、町内・
市内・地域、自分や友だちの家の周り」と「海・海岸・港・
湖・池・沼・山・高原」のいずれも公共スペースの利用
率は加齢とともに増加する。
　次に、運動・スポーツ実施場所について男女別にみた
ものが図C-4である。「公園や広場・空き地、河川敷・
土手」「道路、町内・市内・地域、自分や友だちの家の

　運動・スポーツはどこでしているのか、本調査で回答
者は問3「カ．その運動・スポーツを主にしている場所は
どこですか」として、「1. 自分や友だちの家」「2. 公園や
広場・空き地」「3. 学校（4～11歳の調査では『学校や保
育園・幼稚園』）」「4. （学校以外の）体育館やグラウンド」
「5．その他［具体的に］」の選択肢の中から1つを選択す
る。なお、「5. その他」で具体的に記入した内容にはかな
りのバリエーションがあり、本稿ではそれらを8種類に分類
して再コーディングした（表C-1）。ただし分類項目7、8に
ついてはサンプル数が少ないため、本分析では除外した。
　これらの運動・スポーツの実施場所の割合について、
就学・就業状況ごとに示したのが図C-3である。図C-1
と同様、各回答者が上位5種目のなかで1種目でも回答
した場合は有効とした。「自分や友だちの家」と「公園や
広場・空き地、河川敷・土手」での実施率は加齢ととも

C-2 運動・スポーツはどこでしているのか（運動・スポーツ実施場所）
あろう。しかし、勤労者になると「クラブやサークルの仲
間と」は激減し、中学生の3分の1に減少する。
　次に、運動・スポーツの同伴者を男女別にみたのが図
C-2である。「ひとりで」あるいは「友だちと」には性差は
あまりみられない。「家族と」は中学生と大学生、勤労者
で女子の方が有意に高かった（中学生；p<0.01、大学
生；p<0.1、勤労者；p<0.01）。また「クラブやサーク
ルの仲間と」は、未就学児と大学生を除き、ほとんどの
就学・就業状況において男子の方が高かった（小学生～
中学生；p<0.01、高校生；p<0.05、勤労者；p<0.1）。

学準備中」「無職」の10種類とした。
　「ひとりで」運動・スポーツを行う者の割合は未就学児
～小学生の間は20％前後で推移するが、中学生から大
学生にかけて加齢とともに増加し、勤労者では43％に達
する。この増加とは逆に「家族と」は年齢とともに減少す
るが、勤労者で若干増加する。「友だちと」は小学生時
代にもっとも高く、中学生から高校生にかけて大きく減少
し、大学生と勤労者において再び増加に転じる。中学生・
高校生で「友だちと」が減少するのは運動部活動加入者
が多くなり、「クラブやサークルの仲間と」が増えるからで

【図C-2】 就学・就業状況別にみた運動・スポーツ実施における同伴者（性別）
注） 統計処理にはχ2 検定を用いた。 *：p＜0.1、**：p＜0.05、***：p＜0.01

資料：笹川スポーツ財団「4～11歳のスポーツライフに関する調査」2017、 「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017
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1． 自分や友だちの家

2． 公園や広場・空き地、河川敷・土手（身の回りのクローズドな公共スペース）

3． 学校や保育園・幼稚園

4． （学校以外の）体育館やグラウンドなどのスポーツ施設
問3カ「5．その他」：プール、スイミングスクール（スイミングクラブ）、スキー場、ボウリング場、スポーツクラブ（フィットネスクラブ・
少年団を含む）、トレーニングセンター・ジム、キャンプ場、スケート場、スポーツセンター、テニスコート、バレエ教室、ダンスス
タジオ、武道場、ダンス教室・ダンスクラブ、ゴルフ場・ゴルフ練習場、テニスクラブ（テニス教室）、剣道・空手・合気道・柔道教室、
体操教室、卓球場、ボルダリングジム、アスレチック場、釣堀、フットサルコート、競技場・陸上競技場、乗馬クラブ、バッティン
グセンター、野球場、サッカー教室、パークゴルフ場、その他のコート、サーキット場、サバイバルゲームの施設、ディスクゴルフ場、
ビリヤード場、スケートボード場、屋内遊具施設、リトミック教室 を含む。

5． 道路、町内・市内・地域、自分や友だちの家の周り（身の回りのオープンな公共スペース）

6． 海・海岸・港・湖・池・沼・山・高原（少し離れたところにある公共スペース）

7． 公民館・コミュニティセンター・福祉会館・児童館・児童センター・学童・障碍者支援施設（スポーツ施設以外の公共施設）

8． その他（1～7に分類されない実施場所）
問3カ「5．その他」：アミューズメント施設、旅行先、職場、ショッピングモール、駐車場、ホテル・旅館、駅、塾、警察、カルチャ
ースクール、リハビリセンター、心理臨床センター、その他 を含む。

【表C-1】 運動・スポーツ実施場所の分類

澤井（2017）

分　　類

子ども・青少年のスポーツライフ・データ 2017 子ども・青少年のスポーツライフ・データ 2017

Ⅱ トピック スポーツライフ・データからみた子ども・青少年の運動・スポーツ環境の課題C

36 37

ト
ピ
ッ
ク

Ⅱ

ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ・デ
ー
タ
か
ら
み
た
子
ど
も・青
少
年
の
運
動・ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
課
題

C



に直線的に減少している。ただし、前者は勤労者でやや
増加する。「学校や保育園・幼稚園」は未就学児から中
学生まで直線的に増加し、高校生まで70％以上の高い
割合を維持するが、大学生で急落し、勤労者では14.5％
にまで激減する。「（学校以外の）体育館やグラウンドな
どのスポーツ施設」（以下、「（学校以外の）スポーツ施
設」）は小学3・4年生まで増加するが、中学生以降は高
校生まで減少、大学生や勤労者で増加と、「学校や保育
園・幼稚園」利用とは逆の動きをみせる。「道路、町内・
市内・地域、自分や友だちの家の周り」と「海・海岸・港・
湖・池・沼・山・高原」のいずれも公共スペースの利用
率は加齢とともに増加する。
　次に、運動・スポーツ実施場所について男女別にみた
ものが図C-4である。「公園や広場・空き地、河川敷・
土手」「道路、町内・市内・地域、自分や友だちの家の

　運動・スポーツはどこでしているのか、本調査で回答
者は問3「カ．その運動・スポーツを主にしている場所は
どこですか」として、「1. 自分や友だちの家」「2. 公園や
広場・空き地」「3. 学校（4～11歳の調査では『学校や保
育園・幼稚園』）」「4. （学校以外の）体育館やグラウンド」
「5．その他［具体的に］」の選択肢の中から1つを選択す
る。なお、「5. その他」で具体的に記入した内容にはかな
りのバリエーションがあり、本稿ではそれらを8種類に分類
して再コーディングした（表C-1）。ただし分類項目7、8に
ついてはサンプル数が少ないため、本分析では除外した。
　これらの運動・スポーツの実施場所の割合について、
就学・就業状況ごとに示したのが図C-3である。図C-1
と同様、各回答者が上位5種目のなかで1種目でも回答
した場合は有効とした。「自分や友だちの家」と「公園や
広場・空き地、河川敷・土手」での実施率は加齢ととも

C-2 運動・スポーツはどこでしているのか（運動・スポーツ実施場所）
あろう。しかし、勤労者になると「クラブやサークルの仲
間と」は激減し、中学生の3分の1に減少する。
　次に、運動・スポーツの同伴者を男女別にみたのが図
C-2である。「ひとりで」あるいは「友だちと」には性差は
あまりみられない。「家族と」は中学生と大学生、勤労者
で女子の方が有意に高かった（中学生；p<0.01、大学
生；p<0.1、勤労者；p<0.01）。また「クラブやサーク
ルの仲間と」は、未就学児と大学生を除き、ほとんどの
就学・就業状況において男子の方が高かった（小学生～
中学生；p<0.01、高校生；p<0.05、勤労者；p<0.1）。

学準備中」「無職」の10種類とした。
　「ひとりで」運動・スポーツを行う者の割合は未就学児
～小学生の間は20％前後で推移するが、中学生から大
学生にかけて加齢とともに増加し、勤労者では43％に達
する。この増加とは逆に「家族と」は年齢とともに減少す
るが、勤労者で若干増加する。「友だちと」は小学生時
代にもっとも高く、中学生から高校生にかけて大きく減少
し、大学生と勤労者において再び増加に転じる。中学生・
高校生で「友だちと」が減少するのは運動部活動加入者
が多くなり、「クラブやサークルの仲間と」が増えるからで

【図C-2】 就学・就業状況別にみた運動・スポーツ実施における同伴者（性別）
注） 統計処理にはχ2 検定を用いた。 *：p＜0.1、**：p＜0.05、***：p＜0.01

資料：笹川スポーツ財団「4～11歳のスポーツライフに関する調査」2017、 「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017
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2． 公園や広場・空き地、河川敷・土手（身の回りのクローズドな公共スペース）

3． 学校や保育園・幼稚園

4． （学校以外の）体育館やグラウンドなどのスポーツ施設
問3カ「5．その他」：プール、スイミングスクール（スイミングクラブ）、スキー場、ボウリング場、スポーツクラブ（フィットネスクラブ・
少年団を含む）、トレーニングセンター・ジム、キャンプ場、スケート場、スポーツセンター、テニスコート、バレエ教室、ダンスス
タジオ、武道場、ダンス教室・ダンスクラブ、ゴルフ場・ゴルフ練習場、テニスクラブ（テニス教室）、剣道・空手・合気道・柔道教室、
体操教室、卓球場、ボルダリングジム、アスレチック場、釣堀、フットサルコート、競技場・陸上競技場、乗馬クラブ、バッティン
グセンター、野球場、サッカー教室、パークゴルフ場、その他のコート、サーキット場、サバイバルゲームの施設、ディスクゴルフ場、
ビリヤード場、スケートボード場、屋内遊具施設、リトミック教室 を含む。

5． 道路、町内・市内・地域、自分や友だちの家の周り（身の回りのオープンな公共スペース）

6． 海・海岸・港・湖・池・沼・山・高原（少し離れたところにある公共スペース）

7． 公民館・コミュニティセンター・福祉会館・児童館・児童センター・学童・障碍者支援施設（スポーツ施設以外の公共施設）

8． その他（1～7に分類されない実施場所）
問3カ「5．その他」：アミューズメント施設、旅行先、職場、ショッピングモール、駐車場、ホテル・旅館、駅、塾、警察、カルチャ
ースクール、リハビリセンター、心理臨床センター、その他 を含む。

【表C-1】 運動・スポーツ実施場所の分類

澤井（2017）

分　　類
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問3の上位5種目（複数回答）を足し合わせた延べ数で
ある。4～11歳の「学校や保育園・幼稚園」では、男子
は競技スポーツ系の種目が多く行われているが、女子は
ほとんどが運動あそび系の種目であり、これらは「自分や
友だちの家」や「公園や広場・空き地、河川敷・土手」
などの公共スペースでも行われている。「（学校以外の）
スポーツ施設」では、男子は「学校や保育園・幼稚園」
と同様に、競技スポーツ系の種目が多く行われているが、
女子ではダンスやバレエが上位に入り、競技スポーツ系
種目の実施数は男子より少ない。

周り」「海・海岸・港・湖・池・沼・山・高原」といった公
共スペースの利用率には性差はほとんどみられないが、
「学校や保育園・幼稚園」や「（学校以外の）スポーツ施
設」は、特に小学生から中学生の年代で男子の利用率
が高くなる傾向がみられる。また「自分や友だちの家」は、
就学・就業状況に関わらず一貫して女子の方がかなり高
い。これらはもちろん実施する種目の性差とも関係して
いる。
　表C-2では4～11歳と12～21歳の各実施場所におけ
る上位10種目を男女別に集計した。回答数の合計は、

【図C-3】 就学・就業状況別にみた運動・スポーツ実施場所
資料：笹川スポーツ財団「4～11歳のスポーツライフに関する調査」2017、 「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017
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【図C-4】 就学・就業状況別にみた運動・スポーツ実施場所（性別）
注） 統計処理にはχ2 検定を用いた。 *：p＜0.1、**：p＜0.05、***：p＜0.01

資料：笹川スポーツ財団「4～11歳のスポーツライフに関する調査」2017、 「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017

海・海岸・港・湖・池・沼・山・高原道路、町内・市内・地域、家の周り

（学校以外の）体育館やグラウンドなどのスポーツ施設学校や保育園・幼稚園

公園や広場・空き地、河川敷・土手自分や友だちの家

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50
（%）

運
動
ス
ポ
ー
ツ
実
施
者
に
対
す
る
割
合

**
***

***

* ***
*

女子
男子

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90
（%）

運
動
ス
ポ
ー
ツ
実
施
者
に
対
す
る
割
合

*
**

**

女子
男子

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20
（%）

運
動
ス
ポ
ー
ツ
実
施
者
に
対
す
る
割
合

**

*

女子
男子

0

10

20

30

40

50

60

70
（%）

運
動
ス
ポ
ー
ツ
実
施
者
に
対
す
る
割
合

女子
男子

0

10

20

30

40

50

60

70

80
（%）

運
動
ス
ポ
ー
ツ
実
施
者
に
対
す
る
割
合

**
***

**

女子
男子

0

5

10

15

20

25
（%）

運
動
ス
ポ
ー
ツ
実
施
者
に
対
す
る
割
合

***

女子
男子

勤労者
（15～21歳）
（n=145）

大学生
（n=242）

高校生
（n=400）

中学生
（n=507）

小学5・6年生
（n=505）

小学3・4年生
（n=411）

小学1・2年生
（n=315）

未就学児
（n=298）

勤労者
（15～21歳）
（n=145）

大学生
（n=242）

高校生
（n=400）

中学生
（n=507）

小学5・6年生
（n=505）

小学3・4年生
（n=411）

小学1・2年生
（n=315）

未就学児
（n=298）

勤労者
（15～21歳）
（n=145）

大学生
（n=242）

高校生
（n=400）

中学生
（n=507）

小学5・6年生
（n=505）

小学3・4年生
（n=411）

小学1・2年生
（n=315）

未就学児
（n=298）

勤労者
（15～21歳）
（n=145）

大学生
（n=242）

高校生
（n=400）

中学生
（n=507）

小学5・6年生
（n=505）

小学3・4年生
（n=411）

小学1・2年生
（n=315）

未就学児
（n=298）

勤労者
（15～21歳）
（n=145）

大学生
（n=242）

高校生
（n=400）

中学生
（n=507）

小学5・6年生
（n=505）

小学3・4年生
（n=411）

小学1・2年生
（n=315）

未就学児
（n=298）

勤労者
（15～21歳）
（n=145）

大学生
（n=242）

高校生
（n=400）

中学生
（n=507）

小学5・6年生
（n=505）

小学3・4年生
（n=411）

小学1・2年生
（n=315）

未就学児
（n=298）

子ども・青少年のスポーツライフ・データ 2017 子ども・青少年のスポーツライフ・データ 2017

Ⅱ トピック スポーツライフ・データからみた子ども・青少年の運動・スポーツ環境の課題C

38 39

ト
ピ
ッ
ク

Ⅱ

ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ・デ
ー
タ
か
ら
み
た
子
ど
も・青
少
年
の
運
動・ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
課
題

C



問3の上位5種目（複数回答）を足し合わせた延べ数で
ある。4～11歳の「学校や保育園・幼稚園」では、男子
は競技スポーツ系の種目が多く行われているが、女子は
ほとんどが運動あそび系の種目であり、これらは「自分や
友だちの家」や「公園や広場・空き地、河川敷・土手」
などの公共スペースでも行われている。「（学校以外の）
スポーツ施設」では、男子は「学校や保育園・幼稚園」
と同様に、競技スポーツ系の種目が多く行われているが、
女子ではダンスやバレエが上位に入り、競技スポーツ系
種目の実施数は男子より少ない。

周り」「海・海岸・港・湖・池・沼・山・高原」といった公
共スペースの利用率には性差はほとんどみられないが、
「学校や保育園・幼稚園」や「（学校以外の）スポーツ施
設」は、特に小学生から中学生の年代で男子の利用率
が高くなる傾向がみられる。また「自分や友だちの家」は、
就学・就業状況に関わらず一貫して女子の方がかなり高
い。これらはもちろん実施する種目の性差とも関係して
いる。
　表C-2では4～11歳と12～21歳の各実施場所におけ
る上位10種目を男女別に集計した。回答数の合計は、

【図C-3】 就学・就業状況別にみた運動・スポーツ実施場所
資料：笹川スポーツ財団「4～11歳のスポーツライフに関する調査」2017、 「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017
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【図C-4】 就学・就業状況別にみた運動・スポーツ実施場所（性別）
注） 統計処理にはχ2 検定を用いた。 *：p＜0.1、**：p＜0.05、***：p＜0.01

資料：笹川スポーツ財団「4～11歳のスポーツライフに関する調査」2017、 「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017
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【図C-5】 就学・就業状況別にみた運動・スポーツ実施における指導者の有無（性別）
注） 統計処理にはχ2 検定を用いた。 *：p＜0.1、**：p＜0.05、***：p＜0.01

資料：笹川スポーツ財団「4～11歳のスポーツライフに関する調査」2017、 「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017

を行っている割合が高い。指導者の有無について性差
が著しく認められる男子は、小学生の低学年からスポー
ツ少年団やスポーツクラブに加入し、中学・高校での運
動部活動参加率も高いことから、組織的なスポーツに参
加していると考えられる。

　就学・就業状況別に運動・スポーツ実施時における指
導者の有無をみると、男子では小学1・2年生から高校生
までは7～8割が指導者の下で活動するのに対し、大学
生と勤労者では30％台と半減する（図C-5）。また、小
学生から高校生まで男子は指導者の下で運動・スポーツ

C-3 指導者がいるか（運動・スポーツ指導者）

の同級生）といった、運動・スポーツ環境が保障されて
いて、参加率も非常に高い。
　しかし、それらは卒業とともにすべて失われる。運動
部活動はわが国の子どもの高い運動・スポーツ実施率を
支えるシステムであるが、個人の長期的なスポーツライ
フ、あるいは生涯スポーツの観点からみたとき、運動部
活動によってコミュニティや場所、指導者といった、運動・
スポーツ活動を支える社会環境に非連続性が生じている
といえる。たとえば、ラグビーやアメリカンフットボールの

　以上のように、子ども・青少年の運動・スポーツ環境に
ついて、4歳から21歳までの幅広い就学・就業世代を対
象に統計的にみたところ、次の2つの現状と課題を確認
できる。
　ひとつめは、中学・高校での運動部活動は、同伴者や
場所、指導者といった運動・スポーツ環境に大きな影響
を与えているのと同時に、長期的にみると個人の運動・
スポーツ環境に画一化と非連続性をもたらしている。運
動部活動では常に一定の人数が確保される仲間（学校

C-4 まとめ ～運動・スポーツ環境の運動部活動による切断とジェンダー～

注） 回答数の合計は10位以下の実施種目も含む。
資料：笹川スポーツ財団「4～11歳のスポーツライフに関する調査」2017、 「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017

【表C-2】 運動・スポーツ実施場所別にみた運動・スポーツ種目（性別）

自転車あそび
なわとび（長なわとびを含む）
おにごっこ
キャッチボール
バドミントン
かくれんぼ
サッカー
かけっこ
キックボード
筋力トレーニング

56
40
31
26
21
18
16
15
14
12

自転車あそび
おにごっこ
ぶらんこ
サッカー
キャッチボール
かくれんぼ
かけっこ
ドッジボール
野球
なわとび（長なわとびを含む）

164
133
93
86
51
45
44
41
38
25

ドッジボール
おにごっこ
サッカー
バスケットボール
鉄棒
なわとび（長なわとびを含む）
野球
ぶらんこ
かけっこ
かくれんぼ

215
196
165
65
58
53
48
40
36
34

水泳（スイミング）
サッカー
野球
空手
スキー
卓球
体操（軽い体操・ラジオ体操など）
バスケットボール
体操競技
テニス（硬式）
ドッジボール
フットサル

264
64
38
30
24
21
20
19
17
17
17
17

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

自分や友だちの家 公園や広場・空き地、河川敷・土手 学校や保育園・幼稚園 （学校以外の）体育館やグラウンドなどのスポーツ施設
回答数
合計333

回答数
合計940

回答数
合計1,176

回答数
合計723実施種目実施種目実施種目実施種目順位

男 

子  

４
〜
１１
歳

筋力トレーニング
キャッチボール
なわとび（長なわとびを含む）
サッカー
卓球
バドミントン
体操（軽い体操・ラジオ体操など）
バスケットボール
おにごっこ
ドッジボール

61
12
10
8
8
8
7
7
6
5

サッカー
ジョギング・ランニング
野球
おにごっこ
キャッチボール
ウォーキング
バスケットボール
ドッジボール
バドミントン
ぶらんこ

53
48
42
40
31
24
23
16
14
14

サッカー
バスケットボール
野球
卓球
バレーボール
筋力トレーニング
ソフトテニス（軟式）
ジョギング・ランニング
ドッジボール
おにごっこ

130
114
90
54
54
44
43
42
39
36

ボウリング
卓球
水泳（スイミング）
サッカー
野球
スキー
バスケットボール
バドミントン
筋力トレーニング
フットサル

68
60
57
53
44
36
35
35
30
30

1
2
3

4

7

9
10

自分や友だちの家 公園や広場・空き地、河川敷・土手 学校や保育園・幼稚園 （学校以外の）体育館やグラウンドなどのスポーツ施設
回答数
合計154

回答数
合計451

回答数
合計929

回答数
合計640

なわとび（長なわとびを含む）
自転車あそび
かくれんぼ
おにごっこ
バドミントン
キックボード
かけっこ
トランポリン
一輪車
スケートボード（スケボー）
鉄棒

82
62
39
34
26
22
18
16
11
11
11

ぶらんこ
おにごっこ
自転車あそび
かくれんぼ
鉄棒
なわとび（長なわとびを含む）
かけっこ
バドミントン
ドッジボール
キックボード
キャッチボール

159
123
123
54
47
47
41
37
18
16
16

おにごっこ
ドッジボール
鉄棒
ぶらんこ
なわとび（長なわとびを含む）
かくれんぼ
かけっこ
水泳（スイミング）
バスケットボール
一輪車

195
149
97
87
78
62
42
32
29
28

水泳（スイミング）
ヒップホップダンス
スキー
バレエ
テニス（硬式）
バレーボール
体操（軽い体操・ラジオ体操など）
キャンプ
ソフトテニス（軟式）
ドッジボール

201
28
23
23
20
16
14
11
10
10

1
2
3
4
5
6
7
8

9

自分や友だちの家 公園や広場・空き地、河川敷・土手 学校や保育園・幼稚園 （学校以外の）体育館やグラウンドなどのスポーツ施設
回答数
合計409

回答数
合計803

回答数
合計1,013

回答数
合計524

筋力トレーニング
バドミントン
なわとび（長なわとびを含む）
体操（軽い体操・ラジオ体操など）
おにごっこ
卓球
バスケットボール
ヒップホップダンス
キャッチボール
かくれんぼ

51
28
25
20
11
11
10
10
8
6

ウォーキング
ジョギング・ランニング
おにごっこ
バドミントン
ぶらんこ
自転車あそび
キャッチボール
なわとび（長なわとびを含む）
サイクリング
ドッジボール
バレーボール

50
47
40
38
35
20
19
17
16
14
14

バレーボール
バスケットボール
バドミントン
ジョギング・ランニング
ドッジボール
おにごっこ
ソフトテニス（軟式）
筋力トレーニング
なわとび（長なわとびを含む）
卓球

100
73
66
48
47
38
36
33
28
27

水泳（スイミング）
ボウリング
筋力トレーニング
バドミントン
スノーボード
スキー
卓球
バスケットボール
ジョギング・ランニング
テニス（硬式）
バレーボール

51
39
24
24
23
22
18
18
16
16
16

1
2
3
4

5

7

9
10

自分や友だちの家 公園や広場・空き地、河川敷・土手 学校や保育園・幼稚園 （学校以外の）体育館やグラウンドなどのスポーツ施設
回答数
合計232

回答数
合計433

回答数
合計723

回答数
合計407

実施種目実施種目実施種目実施種目

実施種目実施種目実施種目実施種目

実施種目実施種目実施種目実施種目

男 

子  

１2
〜
2１
歳

女 

子  

４
〜
１１
歳

女 

子  

１2
〜
2１
歳

順位

順位

順位
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【図C-5】 就学・就業状況別にみた運動・スポーツ実施における指導者の有無（性別）
注） 統計処理にはχ2 検定を用いた。 *：p＜0.1、**：p＜0.05、***：p＜0.01

資料：笹川スポーツ財団「4～11歳のスポーツライフに関する調査」2017、 「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017

を行っている割合が高い。指導者の有無について性差
が著しく認められる男子は、小学生の低学年からスポー
ツ少年団やスポーツクラブに加入し、中学・高校での運
動部活動参加率も高いことから、組織的なスポーツに参
加していると考えられる。

　就学・就業状況別に運動・スポーツ実施時における指
導者の有無をみると、男子では小学1・2年生から高校生
までは7～8割が指導者の下で活動するのに対し、大学
生と勤労者では30％台と半減する（図C-5）。また、小
学生から高校生まで男子は指導者の下で運動・スポーツ

C-3 指導者がいるか（運動・スポーツ指導者）

の同級生）といった、運動・スポーツ環境が保障されて
いて、参加率も非常に高い。
　しかし、それらは卒業とともにすべて失われる。運動
部活動はわが国の子どもの高い運動・スポーツ実施率を
支えるシステムであるが、個人の長期的なスポーツライ
フ、あるいは生涯スポーツの観点からみたとき、運動部
活動によってコミュニティや場所、指導者といった、運動・
スポーツ活動を支える社会環境に非連続性が生じている
といえる。たとえば、ラグビーやアメリカンフットボールの

　以上のように、子ども・青少年の運動・スポーツ環境に
ついて、4歳から21歳までの幅広い就学・就業世代を対
象に統計的にみたところ、次の2つの現状と課題を確認
できる。
　ひとつめは、中学・高校での運動部活動は、同伴者や
場所、指導者といった運動・スポーツ環境に大きな影響
を与えているのと同時に、長期的にみると個人の運動・
スポーツ環境に画一化と非連続性をもたらしている。運
動部活動では常に一定の人数が確保される仲間（学校

C-4 まとめ ～運動・スポーツ環境の運動部活動による切断とジェンダー～

注） 回答数の合計は10位以下の実施種目も含む。
資料：笹川スポーツ財団「4～11歳のスポーツライフに関する調査」2017、 「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017

【表C-2】 運動・スポーツ実施場所別にみた運動・スポーツ種目（性別）

自転車あそび
なわとび（長なわとびを含む）
おにごっこ
キャッチボール
バドミントン
かくれんぼ
サッカー
かけっこ
キックボード
筋力トレーニング

56
40
31
26
21
18
16
15
14
12

自転車あそび
おにごっこ
ぶらんこ
サッカー
キャッチボール
かくれんぼ
かけっこ
ドッジボール
野球
なわとび（長なわとびを含む）

164
133
93
86
51
45
44
41
38
25

ドッジボール
おにごっこ
サッカー
バスケットボール
鉄棒
なわとび（長なわとびを含む）
野球
ぶらんこ
かけっこ
かくれんぼ

215
196
165
65
58
53
48
40
36
34

水泳（スイミング）
サッカー
野球
空手
スキー
卓球
体操（軽い体操・ラジオ体操など）
バスケットボール
体操競技
テニス（硬式）
ドッジボール
フットサル

264
64
38
30
24
21
20
19
17
17
17
17

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

自分や友だちの家 公園や広場・空き地、河川敷・土手 学校や保育園・幼稚園 （学校以外の）体育館やグラウンドなどのスポーツ施設
回答数
合計333

回答数
合計940

回答数
合計1,176

回答数
合計723実施種目実施種目実施種目実施種目順位

男 

子  

４
〜
１１
歳

筋力トレーニング
キャッチボール
なわとび（長なわとびを含む）
サッカー
卓球
バドミントン
体操（軽い体操・ラジオ体操など）
バスケットボール
おにごっこ
ドッジボール

61
12
10
8
8
8
7
7
6
5

サッカー
ジョギング・ランニング
野球
おにごっこ
キャッチボール
ウォーキング
バスケットボール
ドッジボール
バドミントン
ぶらんこ

53
48
42
40
31
24
23
16
14
14

サッカー
バスケットボール
野球
卓球
バレーボール
筋力トレーニング
ソフトテニス（軟式）
ジョギング・ランニング
ドッジボール
おにごっこ

130
114
90
54
54
44
43
42
39
36

ボウリング
卓球
水泳（スイミング）
サッカー
野球
スキー
バスケットボール
バドミントン
筋力トレーニング
フットサル

68
60
57
53
44
36
35
35
30
30

1
2
3

4

7

9
10

自分や友だちの家 公園や広場・空き地、河川敷・土手 学校や保育園・幼稚園 （学校以外の）体育館やグラウンドなどのスポーツ施設
回答数
合計154

回答数
合計451

回答数
合計929

回答数
合計640

なわとび（長なわとびを含む）
自転車あそび
かくれんぼ
おにごっこ
バドミントン
キックボード
かけっこ
トランポリン
一輪車
スケートボード（スケボー）
鉄棒

82
62
39
34
26
22
18
16
11
11
11

ぶらんこ
おにごっこ
自転車あそび
かくれんぼ
鉄棒
なわとび（長なわとびを含む）
かけっこ
バドミントン
ドッジボール
キックボード
キャッチボール

159
123
123
54
47
47
41
37
18
16
16

おにごっこ
ドッジボール
鉄棒
ぶらんこ
なわとび（長なわとびを含む）
かくれんぼ
かけっこ
水泳（スイミング）
バスケットボール
一輪車

195
149
97
87
78
62
42
32
29
28

水泳（スイミング）
ヒップホップダンス
スキー
バレエ
テニス（硬式）
バレーボール
体操（軽い体操・ラジオ体操など）
キャンプ
ソフトテニス（軟式）
ドッジボール

201
28
23
23
20
16
14
11
10
10

1
2
3
4
5
6
7
8

9

自分や友だちの家 公園や広場・空き地、河川敷・土手 学校や保育園・幼稚園 （学校以外の）体育館やグラウンドなどのスポーツ施設
回答数
合計409

回答数
合計803

回答数
合計1,013

回答数
合計524

筋力トレーニング
バドミントン
なわとび（長なわとびを含む）
体操（軽い体操・ラジオ体操など）
おにごっこ
卓球
バスケットボール
ヒップホップダンス
キャッチボール
かくれんぼ

51
28
25
20
11
11
10
10
8
6

ウォーキング
ジョギング・ランニング
おにごっこ
バドミントン
ぶらんこ
自転車あそび
キャッチボール
なわとび（長なわとびを含む）
サイクリング
ドッジボール
バレーボール

50
47
40
38
35
20
19
17
16
14
14

バレーボール
バスケットボール
バドミントン
ジョギング・ランニング
ドッジボール
おにごっこ
ソフトテニス（軟式）
筋力トレーニング
なわとび（長なわとびを含む）
卓球

100
73
66
48
47
38
36
33
28
27

水泳（スイミング）
ボウリング
筋力トレーニング
バドミントン
スノーボード
スキー
卓球
バスケットボール
ジョギング・ランニング
テニス（硬式）
バレーボール

51
39
24
24
23
22
18
18
16
16
16

1
2
3
4

5

7

9
10

自分や友だちの家 公園や広場・空き地、河川敷・土手 学校や保育園・幼稚園 （学校以外の）体育館やグラウンドなどのスポーツ施設
回答数
合計232

回答数
合計433

回答数
合計723

回答数
合計407

実施種目実施種目実施種目実施種目

実施種目実施種目実施種目実施種目

実施種目実施種目実施種目実施種目

男 

子  

１2
〜
2１
歳

女 

子  

４
〜
１１
歳

女 

子  

１2
〜
2１
歳

順位

順位

順位
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中学校・高等学校の学校運動部活動の
活動実態 ： 種目別による比較

愛知東邦大学 経営学部　准教授　大勝 志津穂

D
トピック

中学3年生と高校3年生で所属率が低下し、受験勉強に
向けた部活動引退との関係がうかがえる。
　次に、学校運動部活動で実施している種目をみた（表
D-2）。中学生では、ソフトテニス、バスケットボール、サッ
カー、野球、バレーボール、卓球が上位となり、高校生で
は、バドミントン、バスケットボール、野球、バレーボール、
サッカーとなる。これらの結果は（公財）中学校体育連盟
や（公財）高等学校体育連盟、（公財）日本高等学校野
球連盟の加盟生徒数の上位種目に一致する。

（１）学校運動部活動の所属状況及び実施種目
　本稿では、中学生、高校生の学校運動部に所属する
生徒を分析対象とする。まず、表D-1から中学生と高校
生の運動部所属率をみる。中学生の65.7％、高校生の
48.1%が運動部活動に所属していた。男女別では中学
生男子が74.2%、中学生女子が55.2%となり、その差は
約20ポイントであった。高校生男子は60.7%、高校生女
子は35.4%となり、男女とも中学生と比較すると所属率
が低下し、その低下は女子の方が大きい。所属率の男
女差も約25ポイントと中学生の場合より広がり、高校生
女子の運動部所属率が低い状況がわかる。学年では、

D-1 学校運動部の活動状況

　2016年度・スポーツ庁「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」は運動部活動において休養日を設け
ていない中学校が22.4%にのぼると報告する。1997年「運動部活動の在り方に関する調査研究報告書」
（現・文部科学省）が提案した、休養日の指針が約20年経過した現在に至っても、2割以上の中学校が履
行していない実態が明らかとなり、改めてその実効性が問われる。2017年5月、スポーツ庁は「運動部活
動の在り方に関する総合的なガイドライン作成検討会議」を創設し、新たな運動部活動ガイドライン作成
に着手している。あわせて、2017年7月には「運動部活動等に関する実態調査」（スポーツ庁）が校長、
教員、生徒、保護者、部活動指導員などの部活動に関わる人々や教育委員会、校長会、教職員団体などの
部活動に関係する団体を対象に実施され、全国的、都道府県別の動向の把握に努めている。
　ここでは、これまでの調査の視点にない実施種目ごとの特徴についてその活動実態を明らかにする。そ
れは、練習時間の長さや休養日の設定は、各種目が置かれている大会や活動環境、歴史的背景によって異
なるのではないかという疑問に基づく。「12～21歳のスポーツライフに関する調査2017」の問4に基づ
き、活動種目ごとに週あたりの活動日数、1日あたりの活動時間、土日の活動状況についてその実態を明
らかにした。

では男性47.9%、女性53.0％となっている（笹川スポー
ツ財団，2016）。その多くがウォーキングや軽体操といっ
たエクササイズであり、自宅や公園・道路などの公共ス
ペースで行われている（笹川スポーツ財団，2010，2012）。
これは、子どもから青少年期の女子の上位にランクイン
する実施種目（ダンスや体操）や環境（友だちや家族、
家や公園、指導者なし）とも共通性が高い。すなわち生
涯スポーツの観点からみると、運動部活動への参加率が
低く、組織的な競技スポーツに偏りすぎていない女子の
スポーツ実施状況は、運動部活動による運動・スポーツ
環境の非連続性の影響を男子よりは受けないのではない
かと考えられる。
　子どもから少年期にかけて、組織的な運動・スポーツ
参加では男子の方が優勢であるものの、成人後の運動・
スポーツ実施ではその差がなくなる、もしくは女性の方が
実施率は高くなる現状をみると、子ども・青少年期の運
動・スポーツ環境について、生涯スポーツの観点から考
える重要性を指摘できる。
　最後に、「無職」の青少年の運動・スポーツ環境の傾
向として、たとえば友だちやクラブ・サークルの仲間と実
施する割合が低い、学校や学校以外の運動・スポーツ
施設利用が少なく、家や公共スペースが多い、といった
実態は留意すべき視点であり、今後このような層の子ど
もたちについて注視する必要があると思われる。また、
運動部活動に参加する機会のない15歳から21歳の「勤
労者」の運動・スポーツ環境として、同世代の高校生や
大学生の運動・スポーツ実施状況との比較、およびその
後の運動・スポーツ実施と環境などについての詳細なア
プローチこそ重要である。これらのデータは、ポスト運動
部活動における子ども・青少年の運動・スポーツ環境に
ついて考えるための参考になるかもしれない。

ような、中学・高校の運動部が少ない種目の場合、小学
生を対象にタッチラグビーやフラッグフットボールの普及
を図っても、中学・高校では必ずしも当該の部活動が確
保されず、別の種目の運動部を選択せざるを得ない。そ
こで競技歴は切断され、大学や社会人での普及や強化
が妨げられることになる。運動部活動については教員の
過剰負担や少子化など課題が多いが、人々の長期的な
ライフサイクルからみた社会的文脈での連続性や、競技
普及の観点から考え直す時期である。運動部活動が与
える個人の長期的なスポーツライフへの影響について
は、今後検討していく必要があるといえるだろう。
　ふたつめは、性差の拡大を促すであろう運動・スポー
ツ環境についてである。これまでのスポーツライフに関
する調査でも、子どもの運動・スポーツ実施に8歳ころか
ら性差がみられ（笹川スポーツ財団，2010；工藤・海老
原，2010）、小学校高学年以降、男子が組織的な競技
スポーツへの参加が進展するが、他方で女子にはその傾
向が欠損し、運動あそびにとどまる。このスポーツ参加
の現状は、中学・高校の運動部活動中心の運動・スポー
ツ環境下では、女子の運動・スポーツ参加にとって不利
な要因であると考えられた（笹川スポーツ財団，2012；
工藤・海老原，2010）。しかしこれは少し短期的な、ま
た競技スポーツの観点に偏りすぎた見方かもしれない。
　一方で、今回のように4歳から21歳までの幅広い就
学・就業世代にわたって子ども・青少年の運動・スポー
ツ環境を統計的に分析し、さらに成人のスポーツライフ
に関する調査を対照すると、従来とは異なる推論を導き
出せる。たとえば、20歳以上における週1回以上の運動
スポーツ実施率は男性が54.9%に対して女性が56.6％
であり、特に30歳代では男性が49.4%に対して女性が
54.9%、40歳代では男性49.3%、女性54.6%、50歳代
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